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 9：00 ～ 17：00  （土・日曜・祝祭日 休局） 

■■■ 例会プログラム ■■■   

例 会 日 卓 話 者 演 題 

9 月 3 日 
公益財団法人 いづも財団 

事務局次長 山﨑裕二 様 
杵築富くじ興行とその経済効果

9 月 10 日 会 員   大谷 厚郎 
小泉八雲の愛弟子 

「大谷繞石」について 

9 月 17 日 原   豊 様 音楽と私 

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前々回補正出席率

44 34 10 (3)  80.95 % 88.10 % 

■■■ 欠席者 ■■■  

大谷良／曽田／石原俊／園山／山口／來間／飯塚俊 

（山根／牧野／木村） 

■■■ 来訪者 ■■■   

な  し 

■■■ メークアップ ■■■    

な  し  
************************************************************ 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（ 9 月 17 日 ） 三好洋平／飯塚大幸／堀江卓男 

（10 月  1 日 ） 土江光二／飯塚詔夫／飯塚俊之 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   

月 
出雲中央 9/28  12/14 

  12/28（休） 1/4（休） 
松江南  10/19 

火 出雲    12/29(休)    松江しんじ湖  10/20 10/27

水 大社  10/7 10/21 松江        

木  松江東  9/24 

金 出雲南   

■■■ 会長挨拶 ■■■  

「手をさしのべる心」を持った人を会員に 

8/27 の地区ガバナーの公式訪問例会にご出席くださいまして、ありがとう

ございました。会長・幹事会では、色々ご指摘や質問があり、その中一番

は会員の増強について努力をしてほしい。ただ気軽く入会を頼むのではな

く、ロータリーの精神を自分なりに勉強することも肝要である。 

私は会長として、今年度の平田 RC のテーマ “手をさしのべる心がけ” と

申し上げたところ、「そうです！ その心がけを持てる人をさがしてください」

と念をおされたのです。 

又、全日本ロータリー親睦合唱祭に長く参加していることに驚かれ意外で

した。このことについて大変な興味を示され、地区へ送る公式訪問報告に

合唱祭について写真と一緒にコメントの依頼があり、びっくり致しました。 

早速、幹事、事務局と相談をし、送付を致しました。 

女性の目線としてカラーを出しなさいとの佐藤ガバナーからのお言葉もあり、

お友達でもある三斉流家元の森山宗育先生の「少しのときを使って礼儀

の心を」と題してミニ会を開催したく思っています。これもロータリーの思い

やりの心と、親しむ心が出来るのではないでしょうか。 

詳しいことは別紙にてお知らせいたします。 

お話のあと、お抹茶と和菓子をさしあげます。 

どうぞご参加くださいませ。 

■■■ 幹事報告 ■■■   

１．例会変更 

   大社RC   10/ 7（水）  観月例会 18：30～ 島根ワイナリー 

          10/21（水）  職場訪問例会 12：30～ アルファー食品 

     ビジター受付 11：30～12：30 事務局 

松江しんじ湖RC  10/20（火）  夜間例会 

          10/27（火）  職場訪問例会 

      ビジター受付 12：00～12：30 すいてんかく 

    松江南RC     10/19（月） 夜間例会（創立５５周年記念例会） 

      ビジター受付 12：00～12：30 松江エクセルホテル東急1F 

■■■ 理事会決定事項 ■■■  

小松博幸会員から、退職により退会届けが提出され、受理致しました。 

■■■ 委員会報告 ■■■   

9 月の会員誕生・ 

伴侶誕生・結婚記念祝い  

■■■ スマイル ■■■  

河原  （山﨑裕二様、お忙しい中おいで下さりありがとうございます。） 

清原  （山﨑様、本日は宜しくお願いします。） 

持田稔 （山﨑先生、本日はスピーチよろしくお願いします。） 

持田祐 （山﨑先生、ようこそおいで下さいました。中学卒業以来、ここで

お目にかかろうとは思いませんでした。世の中狭いものですね。） 

園  （平素、出席率低く恐縮しております。ところで平田商工会議所 

工業部会でロサンゼルス～サンタモニカ等々に８人で行ってきました。

サンタモニカのビール最高でした。） 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■   

「杵築富くじ興行とその経済効果」  公益財団法人 いづも財団  

事務局次長  山﨑 裕二 様 

出雲大社は明治4年までは杵築大社と呼

ばれていました。江戸時代中期、杵築大社

の修復費用を捻出する目的で松江藩から特

別に許可を得て、3 月と 8 月の祭礼にあわせ

年2 回の富くじが行われました。 

祭礼は 1～3 日に行われますが、富くじの

抽選は 8 日で、換金は翌9 日からとなっていました。富くじ 1 枚は 324 文

（うち24 文は手数料）で、天保11（1840）年8 月の寄札数は31,570 枚、

当たり札100枚、1等にあたる乙札（1枚）の当選金額は1,551貫350文

（1 文≒10 円として、約1,551 万円）との記録が残っています。 

富くじの購入は、他国者であることに加え、杵築町内の宿屋や民家で

宿泊した者に限定され、さらに当たりくじを換金する際には宿主の証明も

必要であったため、祭礼が終わった後も宿泊を続けていました。 

杵築町内にあった御師（おし）宿・あふれ宿・旅籠・置屋などの宿泊施

設 121 軒のほか、民家での宿泊を含め、杵築町住人への経済効果は、

祭礼・富くじをあわせ 8 日間で 23 万 1,260 貫文（1 文≒10 円として、23

億1,260 万円）との事前予測資料も残っています。 

明治 2 年から新政府によって富くじは禁止され、以後、大社町は現在

に至るまで観光振興に取り組み続けています。 

 


